（参考１）金融行政の変遷


	
	～1997
	1998
	1999
	2000
	2001
	2002
	2003
	2004
	2005
	2006
	2007
	2008
	合計

	金融機関数
	900
	862
	820
	791
	735
	652
	619
	604
	593
	583
	576
	―
	▲324

	破綻金融機関
	36（7）
	30（5）
	44（5）
	14（0）
	56（2）
	0（0）
	1（1）
	0（0）
	0（0）
	0（0）
	0（0）
	―
	181（20）

	金銭贈与額
	21,774
	26,741
	46,374
	51,553
	16,414
	23,255
	0
	0
	0
	0
	0
	―
	186,111

	資産買取額等
	3,410
	26,815
	35,197
	21,390
	7,751
	12,413
	2,428
	1,101
	250
	226
	132
	―
	111,115

	資本注入額
	18,156
	74,593
	5,750
	3,870
	1,840
	0
	19,660
	0
	0
	405
	0
	―
	124,274

	資本注入先数
	21
	15
	7
	5
	5
	0
	2
	0
	0
	2
	0
	―
	―

	法制






	











（注）金融庁からの報告データを元に金融対策チーム作成。単位は億円。破綻金融機関のかっこ内は銀行。金融機関数は年度末ベース（合計欄は1997年度末比の減少数）。
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